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神奈川県DXプロジェクト推進事業
端材・余剰材料のシェアリングサービス開発プロジェクト



製造業が抱える端材という課題

ロット 1枚

・単価を抑えられる
・スペースが必要

・材料費を抑えられる。
・単価が高い。

・無駄が少ない
・加工賃がかかる。

切り材

メーカー 商社 加工業

加工業

端材とは

製品を加工したときに出る残り。
無駄のない様に仕入れの仕方を
工夫しているが加工業の特性上、
必ず発生する。

課題
・勿体ないから残す。
・短納期に対応する為残す。
・材料費の高騰

様々な理由で残る端材だが、管
理出来ず放置され、年末には大量
に廃棄されてきた。

およそ8.5兆円分のリサイクル資源
【環境省】環境産業の市場規模・雇用規模に関する報告書（平成29年3月）
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端材が端材を
生む
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き
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新規

端材

端材

製造業が抱える端材という課題



製造業が抱える端材という課題
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管理が出来ていない為、
適切に使用できない

スペースを占拠
特殊な物はいつまでも

眠っている

転倒リスク

端材＝お金



余った
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FAX

発注依頼 確認 回答 確認

交渉

余った

従来のやりとり 実証実験

・設計業務
・品質管理 ・在庫管理

・受発注

・小量生産
・不良発生

・余剰在庫
・端材発生

端材シェアリングサービス（Scrav.jp）の構想

情報が遅い



Scravが掲げる使命

6

端材と言う地域に眠る資源を再活用し、持続可能な社会を構築。

Step１．端材を情報化し管理可能にする。

Step２．端材の情報を共有し流動化させる。

Step３．端材を再活用する。

得られる成果

材料の多角的確保 不動資産の現金化 業務効率の改善 地域連携

地域産業の見える化 新たな価値の創出
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仕入れとスクラップ量の比率から10～15％
程度が端材化。

実験に関わった5社で500万相当（鉄換算）

今まで不透明だった端材と言う情報が定量化
される事で地域に眠る資産が顕在化。

実証実験における経営者側の効果

【買い手】
2000円～3000円が

400円～600円で買える

【売り手】
200円～300円が

400円～600円で売れる

材料＋歩留まり＋加工＋利益＋（運賃）

余った

納期 2～3日⇒ 1日

【管理部門】
検索で探せる



• 端材管理は担当者の采配に任されていたが、端
末を活用する事で入力、共有化が可能に。

• 他の端材情報へもアクセスが出来、管理部門に
発注依頼が行える。

• これまで現場⇒管理部門⇒FAXと言う流れが、
管理部門の承認で現場から直に発注書が送信
でき、相手企業へ通知が届く。
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実証実験における
現場側の効果



実証実験サイト
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導入効果（まとめ）
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端材管理としての側面

• これまで不透明だった端材が情報化された事で資産として管理可能

• リアルタイムに情報を共有し、作業効率を改善、伝達ミスを減らす

•ブラウザからログイン出来る為、自宅から材料に関わる業務が出来るようになる

シェアサービスとしての側面

• 地域の端材を活用する事で自社の資本金以上の材料在庫を確保できる

•低コスト、短納期で購入出来、他業種の材料も手に入るため開発、スタートアップの敷居が低下

• DX、SDGsが分からない企業でも端材管理する事が結果的に取り組みに繋がる。
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⇒自社内で端材を管理する事が結果的に地域貢献になる仕組み



その他頂いたご意見
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端材の活用は何度も

考えたが、今までアク

ションが起せなかった。

材料は担当者任せに

していた為、独自ルー

ルが多く存在した。

発注した段階で、発注

書の作成とメールが飛

ぶのが便利

端材の価格を決めるのが

難しい。

大きい端材や重い端材は

写真や入力に苦労する。

品質の基準が難しい。品

質を伝えるのが難しい。
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DXを進める中での課題

• 日々の業務でも言える事ですが、プロジェクトの共同作業に

おいて共通認識の確立が非常に課題となりました。特にコロ

ナ下において在宅を余儀なくされた期間があり、互いが持つ

情報の並列化に苦労致しました。

共通認識の確立が難しい

• Web会議とプロジェクトツールを導入する事で、リアルタイ

ムに情報を共有。編集できる環境が整備され、早い速度で情

報へアクセスが可能になりました。この体制は実装実験時に

ヘルプデスクとしても機能しており、将来的なサービス提供

時の対応に繋がる物であると思います。

プロジェクトツールの活用
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ビジョン（DX）

データ・資料

設計・開発

IoT

Ver1

連携

Ver0

有 無

ビジョン（DX）

データ

開発

プロジェクト
ツール

ヘルプデスク

サービス

データ

マニュアル
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メンバー企業：ICGB

【代表取締役社長】

本田八登三

【住所】

神奈川県厚木市森の里2-37-1

加工機、生産管理、CAD（２D・３D）など幅広

い分野に精通しており、ルールにとらわれない柔軟

な発想で、システム化が難しいとされる多品種小生

産を得意とする中小企業のIoT、DX化に取り組んで

いる。
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ご清聴有難うございました。
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スクラップくん


